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第４学年 算数科学習指導案 

 

研究主題（市教研算数部主題） 

数学的に考える資質・能力を育むための算数学習のあり方 

 

１ 単元名「式と計算の順じょ」 

 

２ 単元について 

（１）学習内容 

本単元は、学習指導要領第４学年内容 A「数と計算」（６）『数量の関係を表す式』、（７）『四則に関

して成り立つ性質』に関する事項を身に付けることができるよう指導するために設定された単元であ

る。 

・A「数と計算」（６）『数量の関係を表す式』 

数量の関係を表す式に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。  

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。  

（ア）四則の混合した式や（）を用いた式について理解し、正しく計算すること。  

（イ） 公式についての考え方を理解し、公式を用いること。  

（ウ）数量を□、△などを用いて表し、その関係を式に表したり、□、△などに数を当てはめて調べた

りすること。  

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。  

（ア） 問題場面の数量の関係に着目し、数量の関係を簡潔に、また一般的に表現したり、式の意味を読

み取ったりすること。 

・A「数と計算」（７）『四則に関して成り立つ性質』 

計算に関して成り立つ性質に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるように指

導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。  

（ア）四則に関して成り立つ性質についての理解を深めること。  

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。  

（ア）数量の関係に着目し、計算に関して成り立つ性質を用いて計算の仕方を考えること。 

児童はこれまでに、第２学年で、加法の交換法則、結合法則、乗法の交換法則について学習してき

ている。また、第３学年では、乗法の結合法則、分配法則について学習してきている。 

これを踏まえて、本単元では四則の混合した式や（）を用いた式をどの順番で計算するのか考える

活動を通して、計算を正しく行う力を養う。また、交換法則や結合法則、分配法則を用いて計算をよ

り簡単に行えるように式変形をできないか考える力を伸ばす。加えて、立式されている式の要素を読

み取り、式が表す意味を理解する力を育成する。 

本単元では、計算のきまりを使うことでより簡単に計算を行うことができることを実感させたい。

また、式の読み方を考える際に、「（２+３）×６」の２や３、６はそれぞれ何を表しているのか、「２

×６＋３×６」と「６×２＋６×３」はそれぞれどのように考えて立式したのか、具体的な図と関連

付けて式が表すまとまりについて考える活動を通して、式の意味を理解できるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 



2 

 

（２）既習との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①四則の混合した式や（）

を用いた式について理

解し、正しく計算する

ことができる。 

②数量を□、△などを用

いて表し、その関係を

式に表したり、□、△

などに数を当てはめて

調べたりすることがで

きる。 

①問題場面の数量の関係に着

目し、数量の関係を簡潔に、

また一般的に表現したり、式

の意味を読み取ったりして

いる。 

②数量の関係に着目し、計算に

関して成り立つ性質を用い

て計算の仕方を考えている。 

①数量の関係を表す式について、数学

的に表現・処理したことを振り返り、

多面的に捉え検討してよりよいもの

を求めて粘り強く考えたり数学のよ

さに気付き学習したことを生活や学

習に活用しようとしたりしている。 

②計算に関して成り立つ性質について、

数学的に表現・処理したことを振り返

り、数学のよさに気付き学習したことを

学習に活用しようとしている。 

 

５ 指導と評価計画（８時間・・・６時間目が本時） 

小
単
元 

 

時 

 

主な学習内容 

主な評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

式
と
そ
の
計
算
の
順
じ
ょ 

１ 式への表し方と、計算の順序を理解する ・知①（発

言、ノート） 

 ・態①（行動観

察、ノート） 

２ 四則混合式での乗除の先行や（）を省くこ

とを理解する 

・知①（発

言、ノート） 

  

３ 四則混合式の計算の順序を理解し、計算を

する 

〇知①（発

言、ノート） 

  

計
算
の
き
ま
り 

４ 分配法則について理解する ・知②（発

言、ノート） 

・思②（発

言、ノート） 

 

５ 分配法則、結合法則、交換法則などの計算

のきまりを使って工夫して計算をする 

・知②（発

言、ノート） 

・思②（発

言、ノート） 

 

式
の
よ
み
方 

６

本

時 

式の表す意味を理解し、式の意味を図を使

って説明する 

 〇思①（発

言、ノート） 

 

計
算
の
間
の
関

係 ７ 乗法と除法、加法と減法の相互関係を理解

し、計算する 

・知②（発

言、ノート） 

 ・態②（行動

観察、ノー

ト） 

２年 たし算とひき算のひっ算（１） 

   ・加法の交換法則 

しきと計算 

   ・加法の結合法則、（）の使い方 

九九のきまり 

   ・乗法の交換法則 

３年 計算のじゅんじょ 

   ・乗法の結合法則 

式と計算 

   ・分配法則 

□を使った計算 

４年 式と計算の順じょ 

 

５年 小数のかけ算 

   ・小数の計算法則のまとめ 
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学
び
の

ま
と
め 

８ 単元のまとめに取り組む 〇知①② 

（練習問題） 

・思①② 

（練習問題） 

〇態①② 

（練習問題） 

  

６ 本時の指導 

≪研究仮説≫ 

 

 

（１）育成する資質・能力 

≪思考力・判断力・表現力等≫ 

・式の意味を図を使って説明することができる。 

 

（２）働かせる見方・考え方 

   

 

 

 

（３）数学的な見方・考え方を働かせるための手立て 

①既習内容を生かし、思考を促す発問の精選 

 

思考を促す主発問 意図 

【問題把握の場面】 

素材を提示しながら、 

「何個ありますか」 

 

 

※５×６が出た場合 

「５はどこを表しているかな」 

「何を聞かれているのかな。もう一度問題文

を読もう。」 

 

※２つの式が出た場合 

「この２つの式を１つの式にするにはどう

すればよかったかな。」 

 

・条件不足の問いを投げかけることで、素材の碁石の

数に着目させ、色の違いや並び方、各色のまとまり

に着目できるようにする。 

 

・縦に並んでいる碁石に着目させ、碁石の色の違いか

ら、問題文で聞かれている「あわせて」の言葉に立

ち返り、５は（２＋３）と表した方がより題意に適

していると判断できるようにする。 

 

・これまでの学習を振り返るよう促すことで、言葉の

式や計算の順序を拠り所に１つの式にできるように

する。 

 

問題把握場面では、既習のまとまりを見つけて立式することを想起させる。まとまりを見つけてそれ

を１つの式に表すことを前時までに学習している。その学習を振り返り、まとまりででてきた数字の縦、

横を意識させることでかけ算を使った立式ができるようにしたい。そこで、素材提示の際には、「何個

か」とだけ問い、黒か白なのか、合計か縦や横の個数かなど、疑問を発言させることで、碁石を様々な

見方ができることを実感させ、問題把握を確実にできるようにする。 

立式の場面では、まとまりを使ったり、碁石の色を分けたりして立式することを気付けるようにする。

また、５×６や２つになっている式などの題意にそっていない式が出た場合は、１つの式にする過程を

丁寧に振り返ることで、自力解決の見通しにつなげられるようにする。 

  

同じもののまとまりに着目し、計算のきまりを使って式に表したり、式からまとまりを見つけたり

する。 

学習内容や手立てを工夫すれば、数学的な見方・考え方を働かせることができ、 
児童の数学的に考える資質・能力を育むことができるだろう。 
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②自力解決できるようにするための個別の支援計画 

 

教師の支援 意図 

【自力解決の場面】 

※手が完全に止まってしまった児童に対して 

（２×６+３×６から行う） 

「２個のまとまりはどこにあるかな。２個のまと

まりは何個あるかな。」 

 

※式の意味は分かるが、図と式を対応して考えら

れない児童に対して 

「式の２や３、６はどのまとまりを表しているの

かな」 

 

・２×６の意味を確認し、黒の碁石の総数を表し

ていることを理解できるようにすることで、３

×６は自力解決できるように促す。 

 

 

・式の中の数や演算に着目し、図のどの部分を表

しているのか一緒に確認しながら図を囲める

ように支援する。 

  

自力解決の場面では、挙げられた式を読み取り、それぞれが表すまとまりを図に表す。自力解決時、

見通しがもてなかったり、図を活用して式の意味を表すことに困難を感じたりして手が止まってしまっ

た児童に対して、問題把握の際に着目した数字が式のどこにあり、それは図のどの部分に対応している

のか囲みながら考えられるように個別支援をする。全員が囲むという作業をできるようにすることで、

式の意味を主体的に考えたり、図で表すよさに気付いたりできるようにしたい。 

 

③抽出児の図の囲み方を見て、どの式か考える比較検討 

 

比較検討では、抽出児が図を囲んでいるところを全体で確認し、どの式の図の囲み方かを話し合

う。どこから囲んでいるか、どんなまとまりで囲んでいるか、抽出児の囲み方に着目させることで、

見ている児童も式と囲み方を相互に捉え、どの式を表しているか考えたり、それぞれの式の違いに気

付いたりできるようにする。「この囲み方はどの式を表していますか」と全員に問い、見ている児童の

発言から、図から式の意味を丁寧に見出し、確実な理解につなげていきたい。 

また、抽出児の図から、計算のきまりを使って式変形すると、まとまりの作り方を変えたり、考え方

を変えたりしていることにも気付かせ、既習事項の深まりを期待したい。 

 

（４）本時の目標 

式の意味を理解し、式の意味を図を使って説明する。 

 

（５）本時の評価規準 

○碁石の数を求める式の意味を図を使って考えたり説明したりしている。 （思考・判断・表現） 
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（６）本時の展開（6/8） 
過

程 
学習内容 指導の支援や手立て○評価◆ 資料・教具 

問

題

把

握 

５

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自

力

解

決 

15

分 

 

 

 

１ 図を見て問題場面を捉える。 

・全部で３０個ある 

・５×６で求められそう 

・黒と白に分けてある 

・黒が１２個、 

白が１８個ある 

・２色のまとまりができそう 

・黒は２個の組になる 

・白は３個の組になる 

 

 

 

 

 

２ 問題文を読み、学習課題をつかむ。立て

た式を共有する。 

 

 

 

 

・「あわせて」と書いてあるから、足し算で

求められそうだ 

・１つの式にするから、前に習った計算の

きまりがつかえそうだ 

・いくつかの式が立てられそうだ 

・５×６→（２+３）×６ 

・２×６+３×６ 

・６×２+６×３ 

 ※上の式が出るように、式を共有する。上

記以外の式が出た場合は、５×６→（２

+３）×６のように、同じ式を仲間分けす

る。 

 

 

３ 立てた式の意味を、図を使って説明す

る。 

・縦に見て黒の２個の 

まとまりと白の３個の 

まとまりがある 

  

 

・縦に見て、黒の２個と白の３個を足して、

（２+３）個のまとまりがある。 

 

〇碁石が２色のまとまりで分かれて

いることに着目していない場合は、

それを示唆する。 

〇掛け算を使って求められることに

着目させる。 

〇縦が５個、横が６個並んでいること

に着目させる。 

〇黒の碁石は、縦に２個、横に６個並

んでいることを意識させる。（白の

碁石に対しても同様） 

〇立式する際にどんな数字が出てく

るか考えさせ、２や３という数字が

見えていない場合は、黒と白の碁石

を縦に囲むなどして、気付かせる。 

 

〇「あわせて」という表現が合計を表

すことに着目させ、５×６という式

ではなく、２+３でまとまりを作っ

ていることに気付かせる。（全体） 

〇（□+△）×〇＝□×〇 + △×〇

などの計算のきまりを振り返れる

ように、既習の掲示物を用意する。 

〇答えが１通りでないことを示唆し、

他の式ができないか考えさせる。 

〇立式できていない児童に対しては、

問題把握の際に出た数字を使って

式が立てられないか考えられるよ

うにする。 

〇３つの式で書いていなかったもの

をノートに書き、自力解決の際にプ

リントにかけるようにしておく。 

 

 

〇式について説明するときに、言葉が

説明しやすいか、図が説明しやすい

かなどを、考えさせ、図を使って説

明すればよいと見通しを持たせる。 

○プリントに書き込めていない児童

も式の説明ができるように、式の数

字がどこを表す数字なのか確認す

る。また、図を囲んでいる途中の児

童を取り上げ、続きをどのようにす

 

 

 

 

大型テレビ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリント 

図のみ式は

書き込める

ようにする 

 

 

 

 

 

どのように考えた式か説明するには、どうしたらよいだろうか 

黒石と白石が図のようにならんでいま

す。黒石と白石をあわせた数は何個でしょ

う。１つの式にかいて求めましょう 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比

較

検

討 

10

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適

用

問

 

 

 

 

 

 

 

 

・横に見て黒の６個のまとまりと白の６個が 

３組ある。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 式の説明の仕方を全体で確認し、式と図

の対応を理解する。（黒板で囲ませる） 

・黒と白で縦の５個のまとまりをつくった。

（既に囲んであるので、どのようなまとま

りを作ったか発表させる） 

・２×６+３×６は、計算のきまりを使うと、

（２+３）×６で表せ、図を見てみると、黒

と白で別々に見るか、まとめて１列で見る

かの違いが表れている。 

・囲み方の違いをそれぞれの式が表してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 適用問題に取り組む。 

ればよいか考えさせる。加えて、全

体で（２+３）×６の図を完成させ

ることで、手が止まっている児童の

一助とする。 

〇個別対応の児童 

 ２×６から、２のかたまりが６つあ

ることを伝え、縦の２個を一緒に囲

み、続きを自分で囲ませる。 

〇自分で囲もうとしている児童 

 ２や６がどこを表しているか確認

し、自分で縦の２個を囲めるように

する。 

〇自分で囲めている児童 

 どんな囲み方をすれば、説明が分か

りやすいか考えさせる。 

◆碁石の数を求める式の意味を、図を

使って考えたり説明したりしてい

る。《ノート・発言》 

 

〇２×６+３×６と６×２+６×３を

囲ませ、どのようなまとまりか発表

させる。 

〇囲む児童には囲むことだけをさせ、

どのようなまとまりにしているか

は、全員が考えられるようにする。 

〇２×６+３×６と（２+３）×６の関

係性が出ない場合は、計算のきまり

にもどり、２つの考え方に類似性が

あることを意識させ、図の囲み方の

違いを見ながら２つの式の違いに

ついて考えさせる。 

〇２×６+３×６と（２+３）×６の図

の囲み方を見比べ、どちらも縦に見

て囲んでいることに気付かせる。 

〇図の囲み方を工夫している児童が

いた場合、取り上げ説明に活用でき

ることを実感させる。 

〇式によって、囲み方が異なることに

注目させ、図のまとまりが式の意味

をあらわしていることに気付かせ

る。 

 

〇式は提示し、何のかたまりを作って

いる式なのか考えて囲ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型テレビ 
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題 

10

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

・ 

振

り

返

り 

５

分 

 

 

 

 

 

 

・（５×２）×３ 

・５×（２×３） 

 

 

６ 学習のまとめをする 

 

 

７ 学習の振り返りをする。 

・答えが同じであっても、式ごとに表して

いる意味がちがう。 

・求め方のちがいが式に表れている。 

・式の意味は図を使うと説明しやすい。 

まるいいれものが２こずつはいった箱が３

箱あります。まるいいれものには、おかしが

５こずつ入っています。次の２つの式はどの

ように考えておかしの数を求めたのか、説明

しましょう。 

〇簡単な言葉で説明する方法はない

か考えさせ、図と言葉の対応をさせ

る。なんのかたまりで囲んだのかを

言語化できるようにする。 

 

〇囲む児童には囲むことだけをさせ、

どのようなまとまりにしているか

は、全員が考えられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇わかったことやその日意識したこ

とを思い出させる。 

 

【板書計画】 

 

まとまりを見つけることで、式の表す意味がわかる。 


